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おおおおたたここううれれんん
　
大
田
工
業
連
合
会
青
年
部
連
絡
協
議
会（
以
下
、

青
年
部
）の
第
55
回
定
時
総
会
が
、
４
月
21
日
に
大

田
区
産
業
プ
ラ
ザ
Ｐ
ｉ
Ｏ
で
行
わ
れ
た
。
従
来
は
来

賓
や
関
係
者
を
招
い
て
開
催
し
て
い
る
定
時
総
会
も

昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
書
面
決
議
に
よ
る
開
催

に
。
今
年
も
感
染
症
対
策
を
講
じ
つ
つ
、
各
会
代
表

の
み
を
集
め
、
規
模
縮
小
で
の
開
催
と
な
っ
た
。

　
ま
ず
初
め
に
挨
拶
に
立
っ
た
松
島
秀
仁
委
員
長
は

「
昨
年
は
委
員
長
の
任
を
引
き
継
い
だ
も
の
の
、
予

定
し
て
い
た
も
の
が
中
止
に
な
っ
た
り
、
企
画
を
立

て
る
こ
と
す
ら
難
し
い
状
況
に
陥
る
な
ど
コ
ロ
ナ
に

振
り
回
さ
れ
た
一
年
に
な
っ
た
」と
無
念
さ
を
滲
ま

せ
な
が
ら
昨
年
度
を
総
括
。
そ
の
上
で「
こ
う
し
た

状
況
下
で
も
ウ
ェ
ブ
会
議
ツ
ー
ル
な
ど
を
活
用
し
て

月
に
一
度
の
定
例
委
員
会
を
継
続
す
る
な
ど
新
た
な

方
法
で
の
会
員
間
の
連
携
を
模
索
し
て
き
た
」と
述

べ
つ
つ
、「
今
年
は
去
年
と
同
じ
に
な
ら
な
い
よ
う

に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
中
心
と
し
た
企
画
を
行
っ
て
い

き
た
い
」と
今
年
度
の
目
標
を
語
っ
た
。

　
そ
の
後
は
松
島
委
員
長
を
議
長
に
選
出
し
、
昨
年

度
の
事
業
報
告
承
認
と
収
支
決
算
報
告
承
認
、
今
年

度
の
事
業
計
画
と
収
支
予
算
の
決
定
と
い
う
計
４
つ

の
議
案
に
つ
い
て
説
明
と
採
決
が
行
わ
れ
た
。

　
昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
、
前
委
員
か

ら
新
委
員
へ
の
委
員
引
継
研
修
会
を
は
じ
め
、
青
年

部
主
催
の
マ
ッ
チ
ン
グ
セ
ッ
シ
ョ
ン
Ｏ
Ｔ
Ａ（
代
替

策
と
し
て
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
て
関
係
機
関

に
配
布
）、
ザ
・
パ
ー
テ
ィ
ー
、
出
展
・
参
加
し
て

い
る
Ｏ
Ｔ
Ａ
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ

２
０
２
０
、
も
の
づ
く
り
教
育
・

学
習
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
お
お
た
工
業

フ
ェ
ア
な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
軒

並
み
中
止
と
多
大
な
影
響
が
出
た
。

そ
の
一
方
で
、
９
月
に
は
開
業
直

後
の
Ｈ
Ｉ 

Ｃ
ｉ
ｔｙ
で
工
場
見
学

会
を
実
施
し
、
会
員
企
業
か
ら
18

名
が
参
加
。
10
月
に
は
城
南
職
業

能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
大
田
校
と
の

交
流
会
を
開
催
し
、
青
年
部
委
員

６
名
が
講
師
を
担
当
し
た
。
そ
の

ほ
か
、
構
成
４
団
体
の
各
青
年
部

に
お
け
る
各
事
業
に
会
員
が
相
互

参
加
し
、
交
流
を
拡
げ
る
な
ど
、

で
き
る
範
囲
の
中
で
い
く
つ
か
の

活
動
を
行
っ
た
。

　
今
年
度
も
引
き
続
き
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
で
中
止
・
延
期
の
可
能
性

が
あ
る
が
、
細
心
の
感
染
症
対
策

と
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
の
活
用
を

前
提
に
、
会
員
企
業
の
経
営
力
向

上
、
各
種
団
体
や
機
関
と
の
交
流
・

連
携
の
推
進
、
地
域
産
業
の
活
性

化
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
柱
と
し

た
各
種
活
動
を
行
っ
て
い
く（
事
業
の
詳
細
は
別
表

参
照
）。
ま
た
、区
の
依
頼
を
受
け
て
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
聖
火
の
採
火
器
制
作
に
取
り
組
む
予
定
と
な
っ
て

お
り
、
青
年
部
企
業
の
技
術
が
世
界
的
イ
ベ
ン
ト
で

披
露
さ
れ
る
一
年
に
も
な
る
。

　
い
ず
れ
の
議
案
も
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
、
す
べ

て
の
議
事
が
滞
り
な
く
終
了
。
今
年
も
イ
レ
ギ
ュ

ラ
ー
な
状
況
が
続
く
一
年
に
な
り
そ
う
だ
が
、
対
面

に
よ
る
会
議
の
場
は
青
年
部
の
結
束
と
認
識
共
有
を

改
め
て
確
か
め
る
場
に
な
っ
た
。
来
年
は
来
賓
や
関

係
者
の
方
々
を
招
い
て
従
来
通
り
の
定
時
総
会
が
行

え
る
よ
う
、
一
刻
も
早
い
コ
ロ
ナ
の
終
息
を
願
う
ば

か
り
だ
。
な
お
、
本
紙
の
巻
末
で
は
、
松
島
委
員
長

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
掲
載
し
て
い
る
の
で
、
是
非
そ

ち
ら
も
併
せ
て
ご
一
読
い
た
だ
き
た
い
。

第55回第55回

大
田
工
連
青
年
部
定
時
総
会
開
催

大
田
工
連
青
年
部
定
時
総
会
開
催

大田工業連合会青年部連絡協議会
令和３年度の主な事業予定

実施月 事業名 担当会 備考

8月 納涼会 蒲田工業
経営研究会

9月 工場見学会 蒲田工業協同組合
木鶏会

10月 委員引継ぎ研修会 工和成年会 1泊２日を予定

講演会 大森工場協会
YMクラブ

11月 OTA
ふれあいフェスタ 大田工連青年部 各会青年部が参加予定

12月 マッチングセッション
OTA2019 青年部有志

忘年会 蒲田工業
経営研究会

1月 工業展示会出展 青年部有志 おおた工業フェアへの 
出展を予定

2月 THE PARTY2022 大田工連青年部 実行委員会にて運営

※実施月についてはあくまで予定であり、変更となる可能性があります。

例年より規模を縮小し、各会代表のみ参加して行われた定時総会

議案を読み上げる蒲田工業経営研究会の小田錦一郎氏（左）
と大森工業協会 YMクラブの舟久保利和氏（右）
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５月に予定しておりました新入社員セミナーは、感染症が拡大している状況のため、7月に開催を延期することといたし
ました。

内　容：新入社員の方々に社会人として活動を行っていく上での必要な心構え、ビジネスマナーなどを習得して頂き、社会人として、そして
プロとして、会社および社会の発展に貢献する人材になって頂くことを目的として実施しております。当セミナー受講者様向けに、半年後フォ
ローアップ研修を行います。昨年の新入社員セミナーをご受講された方も対象です。(受講料はお問合せください )
定  員：30名（抽選制）
対象者：原則として今春学校等を卒業し、区内の工業系企業に就職した方（中途採用も可）
期  間：【新入社員セミナー】令和 3年 7月 26日 ( 月 )、27 日 ( 火 )、28 日 ( 水 ) の 3日間（9：30～ 16：30）
           【フォローアップセミナー】令和 4年 1月 21日 ( 金 ) (13：00 ～ 17：00)　　　　 　　　
会  場：大田区産業プラザ PiO 6 階 C会議室
受講料：選択式となります。
≪新入社員セミナーのみ≫１名あたり：会員価格：13,000 円　（昼食代、教材費等込み）　非会員：15,000 円  （昼食代、教材費等込み）
≪新入社員セミナープラス、フォローアップ研修≫１名あたり：会員価格：16,000 円　（昼食代、教材費等込み）非会員：19,000 円  （昼食代、
教材費等込み）※フォローアップ研修には昼食は付きません。
申込締切：令和 3年 6月 25日（金）

申込・問合せ先 : 一般社団法人 大田工業連合会事務局  TEL：03-3737-0797　 FAX：03-3737-0799

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
控
え
た
日
本
への
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の

増
加
や
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
急
激
な
I
T

化
の
推
進
に
よ
り
、
中
小
企
業
に
も
サ

イ
バ
ー
攻
撃
の
脅
威
が
迫
って
い
ま
す
。

大
田
工
業
連
合
会
で
は
３
年
前
か
ら
東

京
都
や
東
京
都
中
小
企
業
団
体
中
央

会
と
連
携
し
、
会
員
企
業
に
対
す
る
サ

イ
バ
ー
セ
キュリ
テ
ィ
検
証
実
験
を
実
施

し
、
実
態
把
握
と
セ
キュリ
テ
ィ
強
化
対

策
を
会
員
企
業
の
皆
様
と
実
施
し
て
お

り
ま
す
。

「
団
体
向
け
サ
イ
バ
ー
セ
キュ
リ
テ
ィ

向
上
支
援
事
業
に
よ
る
検
証
実
験
と

そ
の
結
果
に
つ
い
て
」

中
小
企
業
は
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

一
翼
を
担
っ
て
お
り
、
政
府
機
関
も
セ

キュリ
テ
ィ
対
策
強
化
を
国
の
重
点
対
策

の一
つ
と
し
て
「
S
E
C
U
R
I
T
Y 

A
C
T
I
O
N
」を
は
じ
め
と
す
る
各

種
支
援
事
業
の
取
り
組
み
を
行
って
い
る

も
の
の
、
大
企
業
と
比
べる
と
か
け
ら
れ

る
コ
ス
ト
や
人
的
リ
ソ
ー
ス
に
限
界
が
あ

り
、
十
分
な
セ
キュリ
テ
ィ
対
策
を
個
別

に
行
う
こ
と
に
無
理
が
あ
る
こ
と
も
わ
か

り
ま
し
た
。

攻
撃
者
は
セ
キュリ
テ
ィ
対
策
が
手
薄

で
あ
る
中
小
企
業
を
踏
み
台
に
し
て
大

企
業
の
機
密
情
報
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
当
会
は
世

界
レ
ベル
の
技
術
を
持
つ
企
業
が
多
数
在

籍
し
て
お
り
、
大
企
業
と
の
取
引
も
多

い
た
め
、
攻
撃
者
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
る

可
能
性
は
高
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

2
0
1
8
年
度
か
ら
2
0
2
0
年
度

の
3
年
間
に
わ
た
り
当
会
会
員
企
業
60

社
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
サ
イ
バ
ー
セ

キ
ュリ
テ
ィ
の
現
状
把
握
と
サ
イ
バ
ー
攻

撃
へ
の
対
応
能
力
向
上
を
図
る
た
め
の

検
証
実
験
を
行
っ
た
結
果
、
当
会
会
員

企
業
で
も「
9
割
近
く
の
企
業
で
サ
イ

バ
ー
攻
撃
を
受
け
て
い
る
実
態
」と「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
出
入
り
口
と
、
作
業
す
る
パ
ソ
コ
ン

本
体
の
両
方
の
監
視
を
組
み
合
わ
せ
て

運
用
す
る
こ
と
が
効
果
的
な
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
で
あ
る
」こ
と
が
明
確
に
な
り

ま
し
た
。

一方
で「
中
小
企
業
は
多
忙
な
業
務
の

中
で
セ
キ
ュリ
テ
ィ
対
策
に
か
け
る
時
間

が
十
分
に
と
れ
な
い
」こ
と
や「
単
独
で

対
策
す
る
に
は
多
額
の
コ
ス
ト
が
か
か
る

な
ど
の
理
由
か
ら
単
独
で
有
効
な
セ
キュ

リ
テ
ィ
対
策
を
行
う
こ
と
が
難
し
い
」と

い
う
課
題
も
明
確
に
な
って
き
ま
し
た
。

1
社
が
コ
ン
ピュ
ー
タ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

す
る
と
、
そ
の
1
社
を
足
掛
か
り
に
、

取
引
関
係
の
あ
る
企
業
に
も
サ
イ
バ
ー

攻
撃
が
波
及
す
る
恐
れ
も
あ
る
た
め
、

大
田
工
連
全
体
で
継
続
的
か
つ
組
織
的

に
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
こ
と
も
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

「
検
証
実
験
後
の
セ
キュリ
テ
ィ
対
策

と
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
現
状
に
つ
い
て
」

ウ
イ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
を
導
入
し
て
い

て
も
サ
イ
バ
ー
攻
撃
そ
の
も
の
が
巧
妙

化
し
て
い
る
た
め
、
従
来
の
対
策
ソ
フ

ト
で
は
防
ぎ
き
れ
な
い
ウ
イ
ル
ス
や
十
分

な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
運
用
が
行
え
て
い
な

い
た
め
に
す
り
抜
け
る
ウ
イ
ル
ス
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
ら
に
対
応
す
る
た
め
、
上

記
検
証
実
験
終
了
後
、
エ
ン
ド
ポ
イ
ン

ト
（
パ
ソ
コ
ン
本
体
）の
セ
キュリ
テ
ィ
監

視
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
監
視
を
組
み
合
わ
せ

た
「
エ
ン
ド
ポ
イ
ン
ト
セ
キュリ
テ
ィ
サ
ー

ビ
ス
」を
ご
案
内
し
、
30
社
が
継
続
し
て

当
該
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
本
サ
ー
ビ
ス
は
検
証
実
験
の
結

果
を
も
と
に
、
経
済
産
業
省
、
I
P
A

（
情
報
処
理
推
進
機
構
）が
推
奨
す
る
中

小
企
業
に
必
要
な
情
報
セ
キュリ
テ
ィ
対

策
の一
歩
と
な
る
も
の
で
す
。
パ
ソ
コ
ン

な
ど
の
エ
ン
ド
ポ
イ
ン
ト
そ
の
も
の
と
、

各
企
業
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
接
続
す
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
境
界
の
両
方
の
ポ
イ
ン
ト

で
ウ
イ
ル
ス
を
は
じ
め
と
す
る
サ
イ
バ
ー

攻
撃
を
検
知
。
発
見
し
た
場
合
に
遮

断
し
、
遮
断
で
き
な
かっ
た
も
の
に
つ
い

て
は
利
用
者
に
脅
威
を
お
知
ら
せ
す
る

サ
ー
ビ
ス
に
なって
い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
開
始
か
ら
３
か
月
間
に
当
会

会
員
企
業
に
対
し
て
1
1
4
4
件
の
サ

イ
バ
ー
攻
撃
が
行
わ
れ
、
本
サ
ー
ビ
ス
で

脅
威
を
防
止
で
き
た
こ
と
が
実
証
さ
れ

て
い
ま
す
。

「
支
援
事
業
後
の
具
体
的
な
取
り
組

み
に
つ
い
て
」

セ
キュリ
テ
ィ
事
故
は
発
生
し
た
企
業

様
の
み
な
ら
ず
、
企
業
が
参
加
す
る
団

体
の
信
用
に
波
及
す
る
時
代
に
なって
い

ま
す
。
そ
の
た
め
大
田
工
連
全
体
で
継

続
的
か
つ
組
織
的
に
セ
キ
ュリ
テ
ィ
対
策

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
当

会
と
し
て
は
、
こ
の
支
援
事
業
で
得
ら

れ
た
知
見
を
元
に
、
今
年
度
以
降
も
継

続
し
て
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
向
上
に

向
け
た
活
動
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
3

月
の
理
事
会
に
て
ご
報
告
い
た
し
ま
し

た
。お

お
た
こ
う
れ
ん
新
聞
で
も
複
数
回

に
渡
り
、今
回
の
サ
イ
バ
ー
セ
キュリ
テ
ィ

の
連
載
記
事
を
掲
載
し
、
取
り
組
み
状

況
の
共
有
や
皆
様
の
セ
キュリ
テ
ィ
意
識

の
向
上
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

当
会
9
つ
の
正
会
員
団
体
単
位
で
ご

協
力
い
た
だ
き
、
地
域
に
根
差
し
た
セ

キュリ
テ
ィ
普
及
活
動
を
進
め
て
行
く
こ

と
が
当
会
全
体
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
レ
ベ
ル

の
向
上
に
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
既
に
、
工
和
会
協
同
組
合
、

蒲
田
工
業
協
同
組
合
並
び
に
木
鶏
会
は

進
め
方
の
検
討
段
階
に
入って
お
り
、
団

体
ご
と
に
勉
強
会
等
も
計
画
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

「
会
員
企
業
の
皆
様
へ
の
今
後
の
お

願
い
」

本
セ
キュリ
テ
ィ
向
上
施
策
を
進
め
る

に
あ
た
り
、
現
状
の
I
T
環
境
や
セ
キュ

リ
テ
ィ
対
策
状
況
な
ど
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の

お
願
い
、
お
よ
び
総
会
な
ど
の
会
合
の

場
で
セ
キュリ
テ
ィ
の
情
報
提
供
を
行
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
こ
う
れ
ん
新
聞
に
て
継
続
的
に

各
企
業
様
の
イ
ン
タ
ビュ
ー
な
ど
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
関
連
記
事
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

【工連事務局からのお知らせ】【工連事務局からのお知らせ】

サイバーセキュリティサイバーセキュリティ
強化を推進します!強化を推進します!

ネットワークの監視（UTM） PC端末の監視

アラート
種別

ウイルス遮断 不正アクセス遮断 ウイルス検知

検知数 53 1086 5

大田工連会員企業におけるサイバー攻撃検知状況 
調査期間：2021/1/18～4/23

新入社員セミナー参加企業 募集のお知らせ
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　　　　　　　　　大田区は男女共同参画社会の実現をめざしています
区では男女共同参画社会をめざし、令和３年３月「第８期大田区男女共同参画推進プラン」を策定しました。
基本理念　～誰もが認めあい、笑顔つながるまち　おおた～
大田工業連合会からも委員をご選出いただいている「大田区男女共同参画推進区民会議」での、貴重なご意見や提言、区民への男女共同参画に関す
る意識調査を基に策定しました。男女共同参画社会の実現には、一人一人の人権を尊重することが大切です。
また、性別による固定的役割にとらわれず、ともに考え支えあい、だれもがお互いを認め合うことが必要です。
男女共同参画社会は、区民、地域（企業、地域団体、教育機関等）、行政の連携で進める社会です。皆様のご理解、ご協力をお願いします。
本プランは、大田区ホームページから計画の全文をご覧になれます。
大田区総務部人権・男女平等推進課　電　話 ５７４４－１６１０　ＦＡＸ ５７４４－１５５６

若
い
起
業
家
と

区
内
企
業
を
マ
ッ
チ
ン
グ

区
内
の
も
の
づ
く
り
注
目
企
業
や
新

施
設
を
紹
介
す
る
本
企
画
。
第
３
回
と

な
る
今
回
は
大
田
区
が
新
た
に
開
設
す

る
「
六
郷
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
（
ベ
ー
ス
）」
を

紹
介
し
ま
す
。

今
年
10
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
六
郷
Ｂ

Ａ
Ｓ
Ｅ
は
、
区
内
開
業
率
の
向
上
、
区

内
企
業
の
取
引
拡
大
、
創
業
の
機
運
醸

成
と
い
う
３
つ
を
柱
に
し
た
新
し
い
イ

ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
で
す
。

京
急
線
「
六
郷
土
手
駅
」「
雑
色
駅
」

の
両
駅
か
ら
徒
歩
10
分
の
所
に
立
つ
施

設
は
、
３
年
前
ま
で
六
郷
図
書
館
の
仮

施
設
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
建
物
を
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
。３
階
建
て
の
施
設
は
、

１
階
に
起
業
希
望
者
、
区
内
企
業
、
支

援
機
関
等
の
利
用
を
想
定
し
た
オ
ー
プ

ン
ス
ペ
ー
ス
や
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
、
２

階
に
初
期
の
起
業
家
や
フ
リ
ー
ラ
ン
ス

を
対
象
と
し
た
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー

ス
と
固
定
席
の
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
、
３

階
に
創
業
５
年
以
内
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
企
業
が
入
居
す
る
個
室
型
オ
フ
ィ
ス

（
全
12
室
）と
い
う
構
成
で
す
。

指
定
管
理
者
と
し
て
運
営
の
主
を
担

う
株
式
会
社
ツ
ク
リ
エ
は
、
丸
の
内
の

「
Ｓ
ｔ
ａ
ｒ
ｔ
ｕ
ｐ 

H
ｕ
ｂ 

Ｔ
ｏ
ｋ

ｙ
ｏ
」を
は
じ
め
、イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ

ン
施
設
の
運
営
で
多
分
野
の
実
績
の
あ

る
企
業
。
同
社
の
太
田
尚
緒
美
さ
ん
は

「
起
業
を
目
指
し
て
い
る
方
の
中
に
は
、

ア
イ
デ
ア
や
技
術
は
持
っ
て
い
て
も
、

そ
れ
を
ど
う
形
に
す
べ
き
か
試
行
錯
誤

さ
れ
て
い
る
方
が
多
い
。
そ
の
点
で
近

隣
に
も
の
づ
く
り
企
業
が
集
ま
っ
て
い

る
こ
と
は
、
当
施
設
に
と
っ
て
も
大
き

な
魅
力
に
な
る
」
と
語
り
ま
す
。

ま
た
、
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
、
レ
ー

ザ
ー
カ
ッ
タ
ー
な
ど
を
完
備
し
た
試
作

室
が
あ
る
の
も
大
田
区
の
産
業
支
援
施

設
な
ら
で
は
の
特
徴
。「
機
械
を
た
だ

置
く
だ
け
で
は
な
く
、
指
導
員
の
方
を

派
遣
す
る
な
ど
し
て
詳
し
い
使
い
方
や

ど
の
機
械
を
使
う
の
が
最
も
効
率
的
か

な
ど
、
細
や
か
な
相
談
に
乗
れ
る
体
制

を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
」
と
太
田
さ

ん
は
言
い
、
こ
う
し
た
と
こ
ろ
に
も
起

業
家
と
大
田
区
の
も
の
づ
く
り
と
の
繋

が
り
が
生
ま
れ
そ
う
で
す
。

施
設
に
は
起
業
の
サ
ポ
ー
ト
役
と
な

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
常

駐
し
、
入
居
者
と
区
内
企
業
等
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
提
案
。
１
階
の
オ
ー
プ

ン
ス
ペ
ー
ス
で
は
区
内
産
業
と
の
交
流

イ
ベ
ン
ト
も
行
っ
て
い
く
そ
う
で
「
こ

れ
か
ら
事
業
拡
大
し
て
い
く
フ
ェ
ー
ズ

の
方
が
集
ま
る
の
で
、
メ
ン
タ
ー
や
相

談
相
手
と
し
て
も
地
元
企
業
の
方
々
と

の
繋
が
り
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
施
設
の

入
居
者
の
方
々
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
こ
ち
ら
か
ら
も
積
極
的

に
情
報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
」
と
太

田
さ
ん
。

な
お
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
普
及
を
受
け

て
、
六
郷
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン

と
オ
フ
ラ
イ
ン
の
両
面
で
起
業
支
援
を

行
っ
て
い
く
と
の
こ
と
。
入
居
募
集
は

７
月
以
降
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

おおたのおおたの
ものづくり探訪ものづくり探訪

3 階のオフィススペース。2階と3階合わせて会議室も全６室ある

六郷BASEを利用するには？
六郷BASEは4種類の利用方法が可能。月額使用料は、個室のオ
フィスが42000円～、固定席のシェアオフィスが10000円～、
コワーキングスペースが8000円～。1回利用のオープンスペー
スは、1時間500円、1日1000円。オープンスペース以外は利用
に際して審査があります。「新分野に進出しようとする事業経営
者又は事業経営者グループ」も使用資格にあたるのでセカンドオ
フィスなどの利用も可。入居募集は７月以降を予定。より詳しい
情報は大田区のホームページでご確認ください。

六郷BASE（大田区南六郷創業支援施設）
大田区南六郷三丁目10 番16 号
開 館 日 原則として年中無休
開館時間 受付 10:00～18:00
  （2階・3階は原則として24時間開館）　　
　　

第3回 六郷BASE

開設前の施設を
見学してきました！

同じく設備が入る前の１階の試作室

各種インテリアが入る前の 1階受付とオープンスペース
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新年度が始まり2カ月が経ちまし
た。本来であれば新年度最初の
事業である新入社員セミナーの様
子を今月号にて掲載する予定でし
たが、緊急事態宣言の発出により
7月に延期を余儀なくされました。
会員企業の皆様からは、本セミナー
は対面による実施が効果的である
とのご要望を頂いています。事務
局としても同時期に大田区の企業
に入社した“同期”が顔を合わせて
繋がって欲しいという思いがあり、
リアル開催を計画しています。　
　また、子ども達を対象とした夏
休みのイベントの募集が始まり、例
年よりも早いペースでお申し込み
を頂いています。年々、人気が高
まっていることを実感しながら、無
事に開催出来ますよう祈りながら
準備を進めています。
今月号ではサイバーセキュリティ

についてのお知らせを掲載しまし
た。目に見えない攻撃から守るの
は、新型コロナウイルスにも似て
いて、防衛に勝るものはありませ
ん。皆さまにおかれましても、会
社の感染症対策と併せてIT環境に
ついてお考えいただくきっかけとし
ていただければ幸いです。これら
を含めてご相談がありましたら事
務局までお申し付けください、よろ
しくお願いします。

第9回
事務
局から事務
局から

《Interview》《Interview》

工連青年部・松島委員長に聞く 工連青年部・松島委員長に聞く 
任期２年目の抱負は？任期２年目の抱負は？

　コロナ禍という難しい局面の中で大田工業連合
会青年部連絡協議会（以下、青年部）の委員長を
任されることになった松島秀仁氏。引き続き難し
い舵取りが予想される中、昨年度の総括と今年度
の目標について話を聞いた。

―コロナ禍直撃の昨年４月に委員長の任を引き継
いだ。この一年の手応えは？

当初予定していた恒例事業がほとんどできなかっ
た。最初の定時総会も従来通り開催できず、委員
間の引き継ぎもうまくできない中で試行錯誤しな
がら進んだ一年だった。集まることすら難しい状
況でどう親睦を図ればいいのか悩むこともあった
し、活動を行うこと自体が正しいのかという葛藤
もあった。その中でオンラインの活用に活路を求
め、まずはツールに馴染むことから始めた。各社
に設備が整い、ようやく会議らしい会議ができる
ようになったのは夏以降だった。

―オンライン活用を模索する中で得られたものは
あるか

やはり実際に会った方が親睦を深められるという思
いは変わらない。懇親会でしか話せないようなこと
やカジュアルな場だからこそ出てくるアイデアもあ
るが、昨年度はそういう場も設けられなかった。し
かしながら、リアルでやっていたものがオンライン
に移行していく中で、今まで青年部内で光があたる
ことが少なかったＩＴやウェブの分野に強い会員の
力が際立った。

―それは今まで見過ごされていた青年部のポテン
シャルが見えたということ？

モノづくり産業というのは「機械でモノを作って
精度で勝負」という色が濃く、会員の中にはウェ
ブ等の知識が乏しい企業も少なくない。しかし世

相的に急速なオンライン化に迫られ、オンライン
に切り替える展示会もある中で、会員同士が出展
方法などのナレッジを共有できたのは大きかっ
た。秋以降はオンライン講習会ができるようにな
り、今では会員企業の多くがウェブツールを使っ
て商談可能になっている。

―任期２年の２年目に入ったが、今年度はどのよ
うな目標を掲げながら活動していくか

130社くらいが加盟している団体なので、やはりこ
うした状況であっても「集団だからこそのパワー」
をうまく使いたい。でもコロナが完全に終息するま
では、みんなで集まって何かをやるのは難しいと
いうのが現実だ。一方で、今までは単発のイベン
トしかなかったので、一年を通してできるような
事業をやってみたいという考えもある。そこで、
今年度は、青年部が掲げたひとつのテーマに対し
て各社それぞれが行っている取り組みを紐づける
ような通年企画を考えている。具体的には会員企
業が行うSDGsやCSRに関する活動を青年部で集
約し、報告会のような場を設けてそれらを応援し
ていくような形を想定している。定例委員会等で
各委員の意見を交えながら早いうちに実現させたい。

（2021年5月1日現在）
［融資対象］従業員20人以下
　　　　　（宿泊業、娯楽業を除く商業・サービス業5人以下）の法人・個人
［使　　途］事業資金（運転・設備資金）
［返済期間］運転7年以内・設備１０年以内
◆審査の結果、ご希望に添えない場合があります。予めご了承ください。

※大田区より当初３年間、支払い利息の40%が補助されます。
※一定の要件を満たす設備資金については上記金利より当初
2年間0.5パーセント引下げとなります。

経営上でお悩みの時
窓口専門相談をご利用ください
　・法律相談 ・税務相談 ・労務相談《予約制 ・ 無料》
　※本相談は、経営に関する相談に限定しております。

※会員非会員を問わずご利用いただけます。
※この融資限度額及び返済期間の取扱いは2022年３月３１日
　日本政策金融公庫受付分までとなります。

定時総会では議長として議事を進行した松島委員長


